
尼崎医療生協病院 

春の臨床セミナー 第２弾 
『物語能力を考える』 
～病棟でのナラティブメディスンの実践とは～ 

とき ５月１日（火） 

   ５月２日（水）            

※両日共に８：３０～１７：００ 

会場 尼崎医療生協病院 

定員 各日３名 

持ち物 白衣・聴診器 

参加費 無料 

※宿泊が必要な方は 

 ご相談ください。 

●スケジュール● 

病棟回診 

病棟実習（問診・身体診察等） 

ランチョンセミナー 

病棟実習 

（カルテ記載・カンファレンス準備等） 

カンファレンス 

まとめ・振り返り 

※定員となり次第締め切りとします 

※どちらか１日のみの参加ＯＫ 

※研修プログラムの説明も行います。 
※研修医の先生との懇談の時間もありますので、何でも質問できますよ☆ 



●色々な背景の方が入院していらっしゃり、
病態をコントロールするだけじゃなく、その
後のことも考えた上で治療を行わなけれ
ばいけないんだなと思いました。疾患だけ
でなく、患者さんの病いを治してあげられ
るよう、これから意識していきたいです。 

 （東京大学６年生） 

カンファレンスのようす 

●お問い合せ・お申し込み● 

尼崎医療生協病院  

医学生担当 福島 

fukushima.chi@amagasaki.coop 

携帯 ０８０－６２０６－７６２８（福島） 

●アクセス● JRで大阪から１０分！ 

ＪＲ立花駅下車。 

北側線路沿いを西（神戸方面）へ徒歩約１５分。 

回診のようす 

●病歴聴取で疾病のことだけではなく、  
心理・社会的なことを聞くのが難しいと
思いました。疾病だけでなく、病いの面
からも患者さんを捉えるという考えが勉
強になりました。 

        （東京大学６年生） 

参加者の感想 

●患者さんから知りたい情報を得るため
には、様々な角度からのアプローチがあり、
柔軟に考えなければ聞き出すことがいか
に難しくなるかを考えさせられました。 

（福井大学５年生） 

指導医・研修医・医学生でチームを組み、
患者さんを１人担当します。 
患者さんの主訴と現病歴から鑑別診
断を考えて、身体所見をとりながら疾患
を診断していく過程を体験します。 


